
様式第２号（第４条関係）

１■事務事業の概要

　

　 部
課

又は施設

　　

②項

対象と
対象の数

　

２■事務事業実施の状況

平成18年度

　
平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

　

　
活動実績
ａ（ｔ）
直接事業費
ｂ（千円）
人件費
ｃ（千円）
合計コスト
ｄ(ｂ＋ｃ)
（千円）

単位コスト
ｄ／ａ
（千円）

生ごみ堆肥販売事業

評価票作成者

　平成２０年度 　平成２４年度

1,334

0

95.4（ｔ）

0 0

1,325

1,325

ｔ当たり12.5

 
２－２総合計画に
おける単位施策成
果指標

1,340

1,340

 
２－３成果指標に
係る活動実績とコ
ストの推移（アウ
トプット分析）

42.5（ｔ）

1,395

　平成１９年度

環境課 有機循環推進担当係長　松村富一係

事務事業実施にあたって心がけた改善の取組み 社会状況等の事務事業がおかれる環境把握

　生ごみ堆肥の普及・活用

　③基本施策 　循環型社会の形成

意図（対象を事務事業に
よってどのような状態にす
るのか）

１－１事務事業の
名称

１－２担当

１－４事務事業の
目的の精査

生活環境

　④単位施策(中）

有機循環推進係市民部

　
２－１事務事業の
実施における基本
認識

 
１－３総合計画に
おける施策の体系

１－５事務事業の
内容

0 61

　平成１８年度

 とよあけＥｃｏ堆肥は十分認知され、品不足の状態が続いている。特にバラ堆肥の需要は多い。

0（ｔ）

　平成２１年度

市民ニーズの認識

　生ごみ堆肥販売量（ｔ）

事務事業成果指標名

　とよあけＥｃｏ堆肥の販売も順調に推移している。

　とよあけＥｃｏ堆肥が希望者にいきわたるよう繁忙期に
備えて備蓄を考える。

コード

コード  1―1―3―3　有機循環システムの構築「安全・安心で、うるおいのあるまちづくり」

120.6（ｔ）

　春と秋に生ごみ堆肥の無料配布を行うとともに豊明団地
での地区拡大説明会において小袋のサンプルを配布した。

　肥料の大幅な値上げもあり、ますます需要が多くなるも
のと考える。

　水もち、肥料もちの良さから土づくりの大切さが理解さ
れ、土壌改良剤である堆肥の需要も増加している。

　⑤単位施策(小）

　生ごみ堆肥のよさをアピールすることにより、使用する人たちの輪を広げ、1年を通して施肥される農地を確保していくととも
に生ごみ堆肥の販売数量を増やす。

環境保全 コード 1―1―3―3―2

　市民、農業者

149.7（ｔ）

後期目標値(単位)前期目標値(単位)

　平成１９年度より生ごみ堆肥の販売を開始する。

指標の説明

100（ｔ） 120（ｔ）

　平成２７年度　平成２３年度 　平成２６年度　平成２５年度

1,253

1,291

1,291

1,253

アウトプット実績（活動数値）の補足説明 　直接事業費については、有機循環推進事業（主要事業）で算定。人件費平成２２年度6,266千円の20％計上した。活動実績は生ごみ堆肥販売量。 ２２年度堆肥販売実績（バラ
 、袋詰め　　　　　袋）

当たり当たり 当たりｔ当たり0 ｔ当たり32.8 ｔ当たり11.0 ｔ当たり8.6

　平成２２年度

当たり 当たり

　販売実績等から判断すると「とよあけＥｃｏ堆肥」の良さは十分に認識さ
れていると思われる。

　とよあけＥｃｏ堆肥の良さが理解され、袋入りのみならずバラ堆肥も農家
対象に良く売れている。
　農家向けのバラ堆肥の需要が多く、需要期には品不足となることもある。

　平成１９年７月より「とよあけＥｃｏ堆肥」と名づけて
販売を開始した。

〃

　土づくりの大切さは十分理解されているため、土壌改良
剤としてのとよあけＥｃｏ堆肥の需要は増加している。

　堆肥センターで生産された生ごみ堆肥は、元気な土づくりのため農家を始め家庭菜園や花壇等で利用されている。この利用を促進するため年間を通じて施肥される畑への普及・活用を進めます。また、堆肥の
肥料成分（窒素、リン酸、カリ）については量的に少ないものの、成分のバランスも良く懸念される塩分濃度も１％程度と非常に少なく土壌改良剤として有用なものです。

1―1―3
①節

　無料配布においてリピーターが多いことを考えると生ごみ堆肥の良さが認
識されていると思われる。



　

後期目標値
に対する達
成度（％）

３■事務事業の自己評価結果

　
単年度
担当課評価

　　　　　
　　● ４段階評価結果Ａ ： 上位目的である施策に貢献しているので継続する ● 判断の基準　①必要性（必要な事務事業であるか）

Ｂ ： 事務事業の実施手法や環境（予算的・人的）に改善が必要 　　　　　　　 ②公共性（公が実施する意味があるか）
　 Ｃ ： 縮小等、事務事業としての見直しが必要  　　　　　　　③妥当性（ニーズに対して投入が適正か）

Ｄ ： 事務事業の廃止が相当 　　　　　　　 ④効率性（結果に至る活動に無駄はないか）
 　　　　　　　⑤有効性（活動の結果が上位の目的に貢献しているか）
               ⑥市民満足度（事務事業が対象にしている市民を満足させているか）

　　　　　 

平成18年度

　
平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

４■事務事業の総合評価結果

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

　継続して事業を進めること。

　継続して事業を進めること。

　平成２４年度

　堆肥の生産量も順調に増えており品薄状態からは脱却しつつある。販路拡
大のため農家等へのアプローチを開始した。

100.5（％） 124.7（％）

　平成２２年度

95.4（ｔ）

　平成２３年度

79.5（％）

120.6（ｔ）

結果

　継続して事業を進めること。

　継続して事業を進めること。Ａ

Ａ

　継続して事業を進めること。Ａ

審査会による改善方向の指示

Ａ

　平成１９年度 　平成２０年度

Ａ Ａ

35.4(％）0（％）

　平成１８年度

　
４－１総合評価の
結果

指標対応実
績（単位)

0（ｔ）

 
２－４成果指標に
対応する実績と達
成度の推移

Ａ

　平成１９年度

149.7（ｔ）

　平成２１年度

　生ごみ堆肥販売の準備期間として堆肥の名前や販売価格等について市民等
にアンケート調査を行い、市場動向の把握に努めた。

Ａ

次年度に向けて改善する取組み 事務事業の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

Ａ

　とよあけＥｃｏ堆肥の販売は順調で、需要期には品不足
の状況である。

〃 　前年度からのＰＲの結果、バラ堆肥の販売量は前年比160％増加した。

　バラ堆肥販売のため産直農家及び生産組合長へのアプローチを行った。　袋詰めだけでなく、農家向けにバラ堆肥の販売を強化し
ていきたい。

　堆肥の生産量が倍以上になると見込まれるため、販路の
拡大が必要

　
３－２評価の内容

　とよあけEco堆肥の販売は順調に推移している。２月よ
り堆肥の生産量も増えている。

　生ごみ堆肥を命名して販売するなどして、関心の高まり
を捉え、事業の必要性をより発信することが求められてい

今後の環境変化を踏まえた課題認識

　とよあけEco堆肥と命名して19年7月より販売を開始し
た。供給量が少ないため品薄の状態が続いている。

　現在は無料配布している生ごみ堆肥を平成１９年度より
有料化する。

　平成２１年度

　平成２７年度　平成２５年度　平成２０年度 　平成２６年度　平成２４年度

　平成２６年度 　平成２７年度　平成２５年度３－1　評価結果
(アウトカム自己
分析）

　平成１８年度 　平成２３年度

Ａ

　平成２２年度

42.5（ｔ）

 バラ堆肥を中心に需要が多く品不足の状態が続いている。


